
申
請
書
の
送

申
請
書
の
送
付付

　

給
付
金
の
支
給
対
象
者
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
方
に
は
、
６
月
下
旬
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
公
務
員
の
方
に

は
勤
務
先
か
ら
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
申
請
書
と
受
給
状
況
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
対
象
者
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
方
で
、
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合

や
申
請
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
市
の
臨
時
給
付
金
担
当
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

両
方
の
申
請
書
が
届
い
た
場
合
、
い
ず

れ
か
一
方
の
給
付
金
の
み
が
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
給
付
金
が
支
給

対
象
と
な
る
か
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の「
対

象
者
診
断
チ
ャ
ー
ト
」で
確
認
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
の
方

申
請
の
方
法法

　

送
付
し
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
し
、
本
人
確
認
書
類
、
給
付
金

振
込
口
座
確
認
書
類
、
そ
の
他
確
認
書
類

を
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、

市
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
本
人
確
認
書
類
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
写
し
を
添
付
し
て
く
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臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
と
も
な
い
、
所
得
の
低
い
方
や
子
育

て
世
帯
へ
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
暫
定
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給

す
る
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」と
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
給
付
金
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
支
給
対
象
者
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
手
続
き
開
始

７月から 

※いずれの給付金も、基準日である平成２６年
１月１日現在、岩見沢市の住民基本台帳に
登録のある方が対象となります。

臨時福祉給付金
葛支給対象者
　市民税が課税されない方。ただし、課税者
の扶養家族や生活保護を受給している方な
どは除く。
葛支給額
　支給対象者１人につき１万円。ただし、年
金や児童扶養手当等の受給者は１万５千円。

子育て世帯臨時特例給付金
葛支給対象者
　平成２６年１月分の児童手当・特例給付を
受給している方。ただし、児童手当の所得
制限限度額以上の方、生活保護を受給して
る方、臨時福祉給付金の対象となる子ども
は除く。
葛支給額
　子ども１人につき１万円。

受給できるのは、いずれか一方の給付
金で、１回限りの支給となります。



だ
さ
い
。（
臨
時
福
祉
給
付
金
の
場
合
、
同

一
世
帯
に
属
す
る
支
給
対
象
者
全
員
分
の

添
付
が
必
要
で
す
）

煙
運
転
免
許
証（
裏
面
に
記
載
が
あ
る
場

合
は
裏
面
の
写
し
も
）

煙
パ
ス
ポ
ー
ト（
顔
写
真
が
あ
る
ペ
ー
ジ
）

煙
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
写
真
付
き
）

煙
身
体
障
害
者
手
帳

煙
在
留
カ
ー
ド　

な
ど

※
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
所
持
し
て
い
な
い

場
合
に
限
り
、
健
康
保
険
証
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
な
ど
を
本
人
確
認
書
類
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
給
付
金
振
込
口
座
確
認
書
類
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

煙
給
付
金
振
込
口
座
の
通
帳
の
表
紙
裏

ペ
ー
ジ（
金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
、

口
座
名
義
人（
カ
ナ
）が
記
載
さ
れ
て
い

る
部
分
）

煙
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

【
そ
の
他
確
認
書
類
】

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
加
算
対
象
の
方

は
、
加
算
対
象
と
な
る
年
金
等
の
受
給
を

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

公
務
員
の
方
で
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
を
申
請
す
る
場
合
は
、
受
給
状

況
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期

申
請
期
間間

　

７
月
５
日
臥
か
ら
平
成　

年
１
月
５
日

２７

俄
ま
で（
郵
送
の
場
合
、
平
成　

年
１
月

２７

５
日
俄
の
消
印
有
効
）

給
付
金
の
受
取
方
法
・

給
付
金
の
受
取
方
法
・
時時
期期

　

給
付
金
は
申
請
書
に
記
載
し
た
指
定
口

座
に
入
金
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
金
融
機
関
に
口
座
を
持
っ
て
い

な
い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
市
の
窓
口
で
現
金
支
給
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
口
座
振
込
の
場
合
】

　

７
月　

日
画
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
、

１１

入
金
日
は
８
月
上
旬
の
予
定
で
す
。
以
降

に
つ
い
て
は
、
受
付
日
か
ら
概
ね
１
か
月

後
に
入
金
の
予
定
で
す
。

【
現
金
支
給
の
場
合
】

　

後
日
、
支
給
予
定
日
と
場
所
を
記
載
し
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給付金の対象ではありません

対象者診断チャート

給付金の対象ではありません

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
の
際
、
児
童
手
当
の
振
込
口
座

を
選
択
し
た
場
合
は
、
一
切
の
書
類

の
添
付
が
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
公

務
員
の
方
は
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
お
よ
び
、
受
給

状
況
証
明
書
が
必
要
で
す
。

は　い
は
　
い

は
　
い

は　い いいえ

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

は
　
い

は　い

生
活
保
護
を
受

け
て
い
ま
す
か

平
成　

年
度

２６

分
の
市
民
税

が
課
税
さ
れ

て
い
ま
す
か

臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

（
１
万
円
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

（
１
万
５
千
円
）

平
成　

年
１
月
分
の

２６

児
童
手
当
等
を
受
給

し
て
い
ま
す
か

（
中
学
生
以
下
の
児
童

が
い
る
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
支
給
対

象
者
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す

ス
タ
ー
ト

平
成　

年
度
分
の
市

２６

民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
ま
す
か

加
算
対
象
の
基

礎
年
金
・
児
童
扶

養
手
当
な
ど
を

受
給
し
て
い
ま

す
か

平
成　

年
の

２５

所
得
が
児
童

手
当
の
所
得

制
限
以
上
で

す
か



た
支
給
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
金
支
給
は
８
月
下
旬
か
ら
行

い
ま
す
。

Q
＆
Q
＆
AA

Q　

自
分
に
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
知
り
た
い
の
で
す
が
？

A　

例
え
ば
、
給
与
支
払
明
細
書
の
市
民

税
の
項
目
に
課
税
額
が
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
、
市
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送

ら
れ
て
き
た
場
合
、　

歳
以
上
の
方
の

６５

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
保
険
料
の
段
階
で
５
段
階
以
上

に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に

市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q　

平
成　

年
１
月
２
日
以
降
に
岩
見
沢

２６

市
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
で
す
が
、
岩

見
沢
市
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？

A　

給
付
金
は
、
基
準
日
で
あ
る
平
成　
２６

年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市

区
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
申

請
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
基
準
日
時
点

で
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q　

基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
場
合
や
亡

く
な
っ
た
場
合
は
給
付
金
の
対
象
に
な

り
ま
す
か
？

A　
【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

　
　

基
準
日
に
生
ま
れ
た
方
は
臨
時
福
祉

給
付
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
基
準

日
の
翌
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
基
準
日
か
ら
支
給
が
決
定
す

る
ま
で
の
間
に
亡
く
な
っ
た
方
も
、
臨

時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　
　
【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

　
　

基
準
日
に
生
ま
れ
た
子
は
対
象
児
童

と
な
り
ま
す
が
、
基
準
日
の
翌
日
以
降

に
生
ま
れ
た
子
は
対
象
児
童
と
な
り
ま

せ
ん
。

　
　

ま
た
、
基
準
日
か
ら
支
給
が
決
定
す

る
ま
で
の
間
に
亡
く
な
っ
た
方
も
、
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
対
象
児

童
と
な
り
ま
せ
ん
。
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振
り
込
め
詐
欺
や

個
人
情
報
の
詐
取
に
注
意

宇
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
A
T

M（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
支
払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

宇
A
T
M
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他

人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら

う
こ
と
は
、
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

宇
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、「
臨
時

福
祉
給
付
金
」や「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」を
支
給
す
る
た
め

に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を

求
め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

宇
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口

座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
電

話
で
照
会
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
を
か
た
っ

た
不
審
と
思
わ
れ
る
電
話
や
郵
便
が

あ
っ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず
、
警
察
署

（
　
局
０
　
　
０
）
ま
た
は
警
察
相
談

２２電
話
（
＃
９
　
　
０
）や
市
民
連
携
室

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【窓口申請の受付日時・会場】

会　　場日　　時

市役所本庁（鳩が丘１）
北村支所（北村赤川５９３）
栗沢支所（栗沢町東本町２１）
コミュニティプラザ
（有明町南１）
日の出コミュニティセンター
（日の出台３）
南コミュニティセンター
（南町８０）
北ふれあいセンター（北３西１１）
幌向総合コミュニティセンター
ほっとかん（幌向南１－１）

７月５日臥～６日蚊
午前９時～午後５時

市役所本庁（鳩が丘１）
北村支所（北村赤川５９３）
栗沢支所（栗沢町東本町２１）
有明交流プラザサービスセンター
（有明町南１）
朝日サービスセンター
（朝日町１７６）
幌向サービスセンター
（幌向南１－１）
美流渡サービスセンター
（栗沢町美流渡栄町９３）

７月７日俄～
平成２７年１月５日俄
（土・日曜日、祝日

を除く）
午前９時～午後５時

申請方法に関する問合先

　市福祉課臨時給付金担当

制度に関する問合先

　厚生労働省
　「２つの給付金に関する
    専用ダイヤル」
　緯０５７０－０３７－１９２
※一部の I P 電話などは、
つながらない場合があり
ます。

１
１１

１


